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27
［土］

徳島ガンバロウズ 
B3リーグ開幕

21
［日］

秋を楽しむ長月の茶会

　徳島城博物館で、茶道裏千家淡
交会徳島支部による長月茶会を開
催。参加者は名月にちなんだ道具
立てとともに、抹茶や和菓子を楽
しみました。

　徳島ガンバロウズがＢ３リーグ
開幕を迎え、約3,140人が来場し、
会場は大きな盛り上がりを見せま
した。地元の熱い声援を背に、白
熱した熱戦が繰り広げられました。

23
［祝］

命の大切さを考える
「動物愛護のつどい」

　とくしま動物園で、動物愛護の
つどいが開催。参加者は展示やふ
れあい体験を通じて命の尊さや動
物との共生について学び、理解を
深めました。

27
［土］

まちを花で鮮やかに

　市内中心部の道路沿いの植樹帯
や花壇に花を植える「花植え会」
を実施。約400人の参加者により
約４万１千本のマリーゴールドが
植えられました。

ふらっと徳島　歴史と文化財めぐりふらっと徳島　歴史と文化財めぐり
第23回瓢箪島とひょうたん島瓢箪島とひょうたん島－地名を学ぶ－－地名を学ぶ－

　現代親しまれている「ひょうたん島」は、新町川と助任川、福島川
に囲まれた地域が瓢箪形をしているので、その名があります。両国橋
からスタートする「ひょうたん島クルーズ」は、見どころが豊富で時
間が経つのを忘れてしまいます。ところが江戸時代には、この地域を
示す「ひょうたん島」の地名はありません。
　漢字表記の「瓢箪島」は江戸時代の地名で、徳島城西の丸の西側にあっ
た御花畠と出来島との間の小さな地域で、武士の住む場所でした。同
所にあった堀が瓢箪の形に似ていたため瓢箪島の地名が生まれました。
　堀は、現代では前川橋へ通じる道路になり、その痕跡はみられませ
ん。元は、城側と出来島とを仕切るために設けられた軍事的なもので
あったとされます。
　同所は城に近かったので武家地として早くから成立し、江戸中期に
は、津田藤内（350石）436坪、森田林助（315石余）844坪、井上分蔵

（200石）720坪、斉藤弥三右衛門（150石）440坪、林与九郎（150石）
514坪、長谷川甫庵（150石）346坪の６軒の武家屋敷がありました。
いずれも広大な屋敷で、領地を与えられた藩士ばかりです。
　天保14（1843）年に12代藩主斉昌が隠居し徳島城西の丸で暮らし
始めると、御花畠は拡充され、それに伴って瓢箪島にあった武家屋敷
は接収されたと考えられます。さらに明治２（1869）年３月には練兵
所となっています。
　地名の元になった瓢箪堀は明治
時代以降も残りました。明治22

（1889）年に落成した徳島監獄署
（のち徳島刑務所）の写真を見る
と堀はまだ顕在でした。
　音読みは同じですが、江戸時代
の武家地「瓢箪島」と現代のクルーズで親しまれる「ひょうたん島」
があることがわかります。歴史遺産の地名に思いを巡らせながら、散
策やクルーズを楽しんでみてはいかがでしょうか。

［問い合わせ先］徳島城博物館（(656－2525　 656－2466）

考古資料館イベント
◆とくしま好古楽倶楽部（第７回）「組紐をつくってみよう」※要申し込み
　色とりどりの紐を編みこみ、日本の伝統工芸品である組
紐をつくってみよう。

［とき］11月９日㈰13：00 ～ 16：00
［対象］小学生以上（小学生は保護者同伴）
［定員］30人（先着）
◆渋野古墳群○×クイズウォーク※要申し込み
　県内最大の前方後円墳である渋野丸山古墳
の現地見学会。各ポイントで出題される○×
クイズに答え、資料館オリジナル缶バッチを
ゲットしよう。道中では学芸員が渋野丸山古
墳などについて解説します。

［とき］11月16日㈰13：30 ～ 15：30
［対象］小学生以上（小学生は保護者同伴）
［定員］20人（先着）

◇　◇　◇　◇　◇
［申し込み方法］電話または直接、考古資料館へ
［問い合わせ先］考古資料館（(637－2526　 642－6916）

犬飼農村舞台 犬飼農村舞台 
阿波人形浄瑠璃公演を開催阿波人形浄瑠璃公演を開催

　江戸時代、庶民の娯楽として親しまれた人形浄瑠璃。徳島では各地に人
形浄瑠璃のための農村舞台が建てられました。
　時代とともに農村舞台が減っていくなか、八多
町の犬飼農村舞台は熱心な保存活動によって受け
継がれ、国の重要有形民俗文化財にも指定されて
おり、今年も勝浦座による人形浄瑠璃の公演が行
われます。公演の後には、地元保存会による襖からくりが上演され、132
枚のふすまを使った42景の見事な背景が次々と映し出されます。貴重な
農村舞台で披露される伝統芸能をぜひお楽しみください。

［とき］11月３日㈷10：30 ～ 14：30（雨天決行）
［ところ］五王神社境内（八多町八屋）
［演目］式三番叟、傾城阿波の鳴門、絵本太功記、襖からくり
［駐車場・バス］▶五王神社周辺に駐車可。▶当日は、市バス五滝行き８：
40徳島駅前発をご利用ください。終演後は、徳島駅前行き15：05五滝発（バ
イパス経由）を臨時運行します。停留所と農村舞台の間は徒歩約10分です。
※運行状況により、発着に多少の遅れがあります。ご了承ください。
　詳しくは、市ホームページをご確認いただくか、お問い合わせください。

［問い合わせ先］社会教育課（(621－5419　 624－2577）
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